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研究成果の概要（和文）：本研究は、病院勤務医の開業による退職要因を文献調査に基づき、因

果構造モデルとして完成させ、その因果モデルを開業を希望する１８８名の勤務医から得た開

業動機アンケート結果によって実証的に検証した。その結果、開業退職防止マネジメントは、

開業の動機を軽減する「院内の軽減裁量権の拡大などエンパワメント」や、「開業医との所得格

差の是正（給与水準や手当ての見直し）」、「人事評価制度の導入などの金銭的インセンティブ」、

「介護や育児休暇の制度充実や時短など多様な勤務形態の整備」が開業防止マネジメントに効

果的であることが示唆された。  
 
研究成果の概要（英文）：The doctor in a lot of hospitals changed work into the medical 
practitioner. This phenomenon causes doctor shortage. To become a medical practitioner, 
this research investigates the motive. This research was a questionnaire survey to the 
doctor who had worked for the hospital. Therefore, it is important in management in the 
following hospitals. "Enhance of the discretionary power limit", "Rise of the wage standard", 
and "Introduction of the number of man evaluation systems" "Monetary incentive" and 
"Improvement of the care leave system. " and. "Diversification of working form". 
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１．研究開始当初の背景 
新臨床研修医制度等の影響で勤務医師不

足が大きな社会問題となっていた。特に、地
方において深刻さが増す一方で、病院によっ
ては、中核となる勤務医が比較して労働負担

が軽いといわれる開業へ転出し、病院の医師
不足に拍車をかけていると指摘され、統計的
にも新規に診療所を開設する件数は毎年約
４０００件以上で、ここ数年堅調に推移して
おり、病院マネジメントにおいて、主力とな
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る勤務医が開業医より魅力を感じる組織づ
くりが課題となっていた。このような問題に
対して、我が国において、主に病院に勤務す
る医師が退職し、自ら事業主（開設者）とし
て起業（新規開業）する場合の経済的、社会
的、心理的な側面からの動機を明らかにし、
病院側の開業による勤務医師の退職防止マ
ネジメント策について知見を得ることが求
められていた。 

 
２．研究の目的 
 本研究は、医師の開業に影響を与える要因
特性を個人特性（個人的資質要因）と組織特
性（医師を取巻く環境要因）に別け、起業プ
ロセスモデルを検証することで、どのような
個人特性を有する勤務医が、どのような組織
特性の下で、何が不満で（衛生要因）、何を
求めて（動機要因）開業するのかを明らかに
することを目的した。 
 
３．研究の方法 
病院勤務医の開業による退職要因を文献

調査に基づき、因果構造モデルとして完成さ
せ、平成１９年～２０年度にかけて開業を希
望する１８８名の勤務医から開業動機アン
ケートのデータを得ることで、その要因モデ
ルを実証的に検証した。 
 
４．研究成果 
 その結果、開業動機は、「もっと自分の裁
量で仕事がしたい」、「もっと働きに応じた収
入を得たい」、「開業に適した資産や資金を持
っている」、「親の面倒をみる必要がある」、
「家族が開業を望んでいる」とする勤務医ほ
ど開業動機が強い（開業志向である）傾向が
確認された。対して、文献調査で主因とされ
た「長時間労働」と「ハイリスク」の労働環
境からの逃避については、「労働時間を短く
したい」、「医療リスクの緊張から開放された
い」、「単独で広範囲な医療を迫られたくな
い」と思う勤務医が必ずしも開業動機が強い
（開業志向である）傾向にはない結果から支
持されなかった。このことから、開業退職防
止マネジメントは、開業の動機を軽減する
「院内の軽減裁量権の拡大などエンパワメ
ント」や、「開業医との所得格差の是正（給
与水準や手当ての見直し）」、「人事評価制度
の導入などの金銭的インセンティブ」、「介護
や育児休暇の制度充実や時短など多様な勤
務形態の整備」が効果的であることが示唆さ
れた。 
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